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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反応性の官能基を有する熱可塑性の重合体を含む可融性の重合体の粒子を含む可融性の
上部の層を有する支持体を含むインクジェット記録素子であって、
　該上部の層は、溶融にさらされるとき、該熱可塑性の重合体における該反応性の官能基
を架橋させることが可能な相補的な反応性の官能基を有する多官能性の化合物をさらに含
む、素子。
【請求項２】
　前記上部の層における前記可融性の重合体の粒子における前記熱可塑性の重合体は、オ
キサゾリン、エポキシ、酸、酸無水物、アセトアセトキシ、第一級の又は第二級のアミン
、ヒドロキシル、フェノール、チオール、及び、イソシアナートの官能性からなる群より
選択された反応性の官能性を有する単量体の単位を含むと共に、前記多官能性の化合物は
、相補的な反応性の官能性を有すると共に、該相補的な反応性の官能性は、同じ群より選
択される、請求項１に記載の素子。
【請求項３】
　Ａ）ディジタルデータの信号に応答するインクジェットプリンターを提供する；
　Ｂ）該プリンターに請求項１に記載のインクジェット記録素子を装填する；
　Ｃ）該プリンターにインクジェットのインク組成物を装填する；
　Ｃ）該ディジタルデータの信号に応答して該インクジェットのインク組成物を使用して
該インクジェット記録素子に印刷する；及び
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　Ｄ）少なくとも該可融性の多孔性の上部の層を、該層が非多孔性のものであるように、
溶融する：
のステップを含む、インクジェット印刷方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録素子及びその素子を使用する印刷方法に関する。より具
体的には、本発明は、その上部の層が、その層が可融性のものであるとき、粒子に対して
外部の架橋剤と架橋する官能基を有する重合体の可融性の粒子を含む多孔性の媒体に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　典型的なインクジェット記録又は印刷系において、インクの小滴は、その媒体に像を生
じさせるために記録素子又は媒体に向かって高いスピードでノズルから放出される。それ
らインクの小滴、又は、記録液は、一般には、染料又は顔料のような、記録剤、及び、大
量の溶剤を含む。その溶剤、又は、担体の液体は、典型的には、水、一価のアルコール、
多価のアルコール、又はそれらの混合物のような有機の材料で作り上げられる。
【０００３】
　インクジェット記録素子は、典型的には、それの少なくとも一つの表面で、少なくとも
一つのインク記録層を有する支持体を含む。そのインク記録層は、典型的には、毛管作用
を介してそのインクを吸い込む多孔性の層、又は、そのインクを吸収するために膨潤する
重合体の層のいずれかである。透明な膨潤可能な親水性の重合体の層は、光を散乱させる
ものではないと共に、従って、最適な像の濃度及びガンマウトを与えるが、しかし、乾燥
させるための望ましくないほどの長い時間がかかることもある。多孔性のインクを受容す
る層は、通常では、結合剤によって一緒に結合させた無機の又は有機の粒子で構成される
。インクジェット印刷の工程の間に、インクの小滴は、急速に、毛管作用を通じてコーテ
ィングへと吸収されると共に、それら像は、それが、そのプリンターの中から出てきた直
後に、指乾燥状態のものである。従って、多孔性のコーティングは、そのインクの速い“
乾燥させること”を許容すると共に、油性の汚れに耐性のある像を生じさせる。しかしな
がら、多孔性の層は、多数の空気－粒子の界面のおかげで、印刷された像のより低い濃度
に帰着することもある光を散乱させる。
【０００４】
　さらに、インクジェット記録素子へ印刷することによって用意されたインクジェットの
印刷物は、環境的な劣化にさらされるものである。それらは、特に、水及びオゾンのよう
な大気中の気体との接触から結果として生じる損傷に対して前弱なものである。水との画
像作成後の接触から結果として生じる損傷は、上部のコートのつや消し、望まれない染料
の拡散による染料の油性の汚れから、及び、像を記録する層の光沢の解消からでさえも、
結果として生じる水のスポットの形態をとることができる。オゾンは、濃度の喪失に帰着
するインクジェットの染料を漂白することができる。これらの欠如を克服するために、イ
ンクジェット印刷物は、しばしば、積層されたものである。しかしながら、積層は、それ
が、材料の別個のロールを要求すると、高価なものである。
【０００５】
　積層を回避すると共に最上の可融性のインクを輸送する層及び下地のインクを保持する
層を有するインクジェットの受容体を提供することによって保護されたインクジェットの
印刷物をなお提供するための努力が、なされてきた。
【０００６】
　可融性の多孔性の上部の層を有するインクジェットは、当技術に知られたものである。
その像を印刷した後に、その上部の層を溶融させることは、水及び染みの耐久性のための
保護の上塗りを提供すると共に改善された像の質のために光の散乱を低減するという利点
を有する。
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【０００７】
　例えば、米国特許第４，７８５，３１３号明細書（特許文献１）及び米国特許第４，８
３２，９８４号明細書（特許文献２）は、その上に多孔性の可融性のインクを輸送する層
及び膨潤可能な重合体のインクを保持する層を有する支持体を含むインクジェット記録素
子に関するが、そこでは、そのインクを保持する層は、非多孔性のものである。
【０００８】
　欧州特許出願公開第８５８，９０５Ａ１号明細書（特許文献３）は、熱可塑性の粒子を
熱焼結することによって形成された、多孔性の可融性のインクを輸送する最も外側の層、
及び、像を形成するために最も外側の層へ塗布されたインクを吸収すると共に保持するた
めの下地の多孔性の層を有するインクジェット記録素子に関する。その下地の多孔性のイ
ンクを保持する層は、主として、耐火性の顔料で構築される。画像作成の後で、その最も
外側の層は、非多孔性にされるものである。
【０００９】
　欧州特許出願公開第１，１８８，５７３Ａ２号明細書（特許文献４）は、順番に、シー
ト状の紙の基材、それにコートされた少なくとも一つの顔料の層、及び、それにコートさ
れた少なくとも一つのシールする層：を含む記録材料に関する。また開示されたものは、
その顔料の層とそのシールする層との間に存在した自由選択の染料を捕捉する層である。
【００１０】
　Ｗｅｘｌｅｒへの米国特許第６，４９７，４８０号明細書（特許文献５）は、可融性の
インクを輸送する層及び染料を捕捉する層の両方を含むインクジェット媒体を開示する。
その可融性の層の下におけるベース層及び／又は多孔性のものは、インクの担体－液体の
流体を吸収するために、用いられることもある。
【００１１】
　記録素子用の保護の上塗り及び架橋させられた上塗りは、また、当技術において知られ
る。例えば、米国特許第６，４３６，６１７号明細書（特許文献６）は、水に分散可能な
ラテックスの粒子を含む写真の画像の要素用の保護の上塗りに関するが、それら粒子は、
エポキシ材料及び熱可塑性の酸の重合体、水溶性の親水性の重合体及び疎水的に変性され
た結合的な増粘剤を含む。その親水性の重合体は、それら疎水性の材料の融合を容易にす
る写真の処理の間に実質的に洗い流される。この融合のための別の駆動力は、光処理する
ことと関連した高温の乾燥である。
【００１２】
　米国特許第６，５４８，１８２号明細書は、インクジェット記録材料に関するが、そこ
では、そのコーティングは、架橋剤として、複数のカルボキシル基及び水溶性のオキサゾ
リンの基を有する水溶性の重合体を含む。
【特許文献１】米国特許第４，７８５，３１３号明細書
【特許文献２】米国特許第４，８３２，９８４号明細書
【特許文献３】欧州特許出願公開第８５８，９０５Ａ１号明細書
【特許文献４】欧州特許出願公開第１，１８８，５７３Ａ２号明細書
【特許文献５】米国特許第６，４９７，４８０号明細書
【特許文献６】米国特許第６，４３６，６１７号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　この発明の目的は、インクジェットのインクで印刷すると共に高い濃度の像を提供する
ために溶融することができる、多孔性のインクジェット記録素子を提供することである。
本発明の別の目的は、熱的によう有可能なものであると共に、それによって水及び染みに
耐性のあるものであることができる、保護の最上のインクを輸送する層を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
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　これらの及び他の目的は、順番に、
　ａ）
　ｉ）反応性の官能基を備えた熱可塑性の重合体を含む可融性の重合体の粒子、
　ｉｉ）その熱可塑性の重合体におけるそれら反応性の官能基を架橋させることが可能な
相補的な反応性の官能基を有する多官能性の化合物、及び、
　ｉｉｉ）自由選択で、結合剤
を含む可融性の多孔性の最上の層；
　ｂ）自由選択で、可融性の重合体の粒子、染料の媒染剤、及び、自由選択の親水性の結
合剤を含む可融性の染料を捕捉する層；並びに
　ｃ）自由選択で、インク－担体－液体の受容性の層：
を有する支持体を含むインクジェット記録素子を含む本発明と一致して達成される。
【００１５】
　その自由選択の染料を捕捉する層及び／又はその支持体は、自由選択で、単独で又は自
由選択のインク－担体－液体の受容性の層との組み合わせでのいずれかで、ある程度液体
を吸収する液だめ層として機能することもある。
【００１６】
　本発明の一つの実施形態において、それら可融性の粒子は、実質的に、球体の且つ単分
散のものである。ＵＰＡ単分散性（“Ｄｐ”）は、それが、そのビーズにおけるそれら重
合体の数平均の分子量によって割られた重量平均の分子量として定義されるものであるが
、５０％のメジアン値において、Ｍｉｃｒｏｔｒａｃ　Ｕｌｔｒａ　Ｆｉｎｅ　Ｐａｒｔ
ｉｃｌｅ　Ａｎａｌｙｚｅｒ（Ｌｅｅｄｓ　ａｎｄ　Ｎｏｒｔｈｒｕｐ）によって測定さ
れると、１．３よりも少ない、好ましくは１．１よりも少ないものである。これは、
粒子又はビーズの大きさとの組み合わせで、所望の毛管作用について重要なものである、
粒子の大きさの分布が、相対的に狭いものであることを言うという別の方式である。
【００１７】
　本発明の使用によって、インクジェットで印刷されると共にその後に溶融されたとき、
改善された耐水性及び耐染み性並びに高い印刷濃度を有する、多孔性のインクジェット記
録素子は、得られる。
【００１８】
　本発明と一致して作られたインクジェットの媒体は、好都合な性質を呈示することもあ
る。いくつかの事例では、その架橋反応は、光沢の耐久性を改善することもある。別の利
点は、本発明が、可融性のビーズにおけるより低いＴｇの重合体の使用を許容するという
ことであるが、それは、次には、相対的により低い溶融する温度を許容する。ここで使用
されるような用語“熱可塑性の重合体”によって、意味されるものは、その重合体が、架
橋することよりも先に、熱の適用の際に流れることである。
【００１９】
　可融性の重合体の粒子を含む熱可塑性の重合体が、より後に架橋させられるのであるか
ら、溶融する間に、それら重合体の粒子は、より後に架橋させられないものである重合体
の粒子よりも低いＴｇで開始することができる。溶融した後で、それのＴｇは、その架橋
のおかげで、例えば、５０℃から１００℃まで、増加することになる。このように、それ
ら可融性の粒子のＴｇは、自由選択で、溶融する前に、及び、溶融した後に、ブロッキン
グ温度より下で、印刷されてないインクジェットの媒体において、存在することができる
と共に、所望の耐ブロッキングの性質を獲得する。これは、以下で議論することにするよ
うに、溶融することを容易にすることができる。
【００２０】
　本発明の別の実施形態は、
　Ａ）ディジタルデータの信号に対して応答性であるインクジェットプリンターを提供す
る；
　Ｂ）そのインクジェットプリンターに上に記載したインクジェット記録素子を装填する
；
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　Ｃ）そのインクジェットプリンターに好ましくは染料を主材料としたインクジェットの
インク組成物を装填する；
　Ｄ）それらディジタルデータの信号に応答してそのインクジェットのインク組成物を使
用してここに記載したインクジェット記録素子に印刷する；及び
　Ｅ）少なくともその最上の層を溶融させる：
のステップを含むインクジェット印刷方法に関する。その最上の層は、染料を主材料とし
たインク用のインクを捕捉する層又は顔料を主材料としたインク用のインクを捕捉する層
のいずれかとして機能することができる。インクを輸送する層として使用される最上の層
の場合に、下地の染料を捕捉する層は、また、溶融されるものである。
【００２１】
　ここで使用されるように、用語“にわたる”、“より上に”、及び“より下に”並びに
同様のものは、インクジェット媒体における層に関して、支持体を超えたそれら層の順序
を参照するが、しかし、それら層は、直ちに隣接したものであること、又は、中間の層が
無いものであることを、必ずしも示唆するものではない。
【００２２】
　本方法に関して、用語“インクを輸送する層”は、ここでは、使用の際に、その印刷さ
れたインクジェットのインクにおける染料の着色剤の大部分（５０重量％より多くのもの
）、好ましくは少なくとも約７５重量％、より好ましくは実質的に全てが、そのインクを
輸送する層を及びそれの中から通過することを意味するために、使用される。
【００２３】
　同様にして、用語“染料を輸送する層”は、ここでは、使用の際に、その印刷されたイ
ンクジェットにおけるその染料の着色剤の大部分（５０重量％より多くのもの）、好まし
くは少なくとも約７５重量％、より好ましくは実質的に全てが、その染料を捕捉する層に
保持されることを意味するために使用される。
【００２４】
　本方法に関して、用語“顔料を捕捉する層”又は“インクを捕捉する層”は、ここでは
、使用の際に、そのインクジェットのインクにおけるその顔料の着色剤の大部分（５０重
量％より多くのもの）、好ましくは少なくとも約７５重量％、より好ましくは実質的に全
てが、その顔料を捕捉する層に残留することを意味するために、使用される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　本発明の最上の層に用いられた可融性の重合体の粒子は、多孔性の層を形成することに
資する粒子の大きさを有することもある。本発明の特に好適な実施形態において、可融性
の重合体の粒子の平均の粒子の大きさは、適切に、約５から約１０，０００ｎｍまでの範
囲にわたると共に、それら粒子の単分散性（Ｄｐ）は、１．３未満のものである。好まし
くは、前記の可融性の多孔性の上部の層における可融性の重合体の粒子は、大きさにおい
て、約５０から５，０００ｎｍまでの、より好ましくは、０．２から約２μｍまでの、最
も好ましくは、０．２から１μｍまでの、範囲にわたる。
【００２６】
　それら重合体の粒子の溶融の際に、その層の元来の多孔性の構造に存在する空気－粒子
の界面は、除去されると共に非散乱性の実質的に連続的な保護の上塗りは、その像にわた
って形をなす。本発明の好適な実施形態において、インクを輸送する層における可融性の
重合体の粒子は、酢酸酪酸セルロースのようなセルロースエステルの重合体、ポリエステ
ル若しくはポリウレタンのような縮合重合体、又は、付加重合体、例えば、スチレン系の
重合体、ビニル重合体、エチレン－塩化ビニル共重合体、ポリアクリラート、ポリ（酢酸
ビニル）、ポリ（塩化ビニリデン）、及び／又は、酢酸ビニル－塩化ビニル共重合体を含
む。本発明の好適な実施形態において、それら可融性の重合体の粒子は、ポリアクリラー
トの重合体又はアルキル＝アクリラート又はアルキル＝メタクリラートの単量体から誘導
された一つ又はそれより多くの単量体の単位を含む共重合体（例えば、アクリル系のビー
ズ）が含まれると共に、そこでは、そのアルキル基は、好ましくは、１個から６個の炭素
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原子を有する。
【００２７】
　上に示唆したように、その最上の層（そのインクを輸送する層又は顔料を捕捉する層）
における可融性の粒子は、反応性の官能基を有する重合体を含む。その重合体の重量平均
の分子量は、５，０００から１，０００，０００までの範囲にわたることができると共に
、それのガラス転移温度は、好ましくは、－５０℃から１２０℃までの範囲にわたる。好
ましくは、重合体の粒子のＴｇは、約２０℃より上に且つ１２０℃未満に、より好ましく
は、約５０℃より上に且つ９０℃より下に、及び、最も好ましくは、８０℃より下にある
。
【００２８】
　それら重合体の粒子及びその多官能性の化学物質は、一つ又はそれより多くの非反応性
の単量体及び一つ又はそれより多くの反応性の官能性の単量体を含む単量体の反応生産物
であることもある。この場合には、その多官能性の化合物における相補的な反応性の官能
性の単量体の単位は、そのビーズの重合体における反応性の官能性と相補的に反応するこ
とになる。このような反応性の官能性の単量体は、以下に続く基：シアナート、オキサゾ
リン、エポキシ、酸、酸無水物、ヒドロキシル、フェノール、アセトアセトキシ、チオー
ル、及び／又は、アミンの官能性、及び同様のものの一つ又はそれ以上を含有する単量体
を含むこともある。多官能性の重合体の混合物及び／又は重合体の粒子の混合物は、用い
られることもある。
【００２９】
　好ましくは、それら重合体の粒子は、０．１から５０モルパーセントの、より好ましく
は、１から５０モルパーセントの、最も好ましくは、３０モルパーセントより少ない、反
応性の単量体の単位を含むこともある。多すぎる架橋は、望ましくない脆性に帰着し得る
。それら重合体の粒子は、５０から９９．９モルパーセントの非反応性の単量体の単位を
含むこともある。
【００３０】
　好ましくは、それら多官能性の化合物は、０．１から１００モルパーセント、より好ま
しくは、１から５０モルパーセントの相補的な反応性の単量体の単位を含む。それら多官
能性の化合物は、０から９９．９モルパーセントの非反応性の単量体の単位を含むことも
ある。
【００３１】
　その（官能基の当量当たりの重量ともまた呼ばれる）“官能基の当量の重量”は、一グ
ラム当量の官能基を含有する固体のグラム数（“ｇ／当量”）として定義される。本発明
のインクジェット記録素子における、その多官能性の化合物における相補的な反応性の官
能基に対するそれら重合体の粒子における官能基のｇ／当量の比は、１．０／０．１から
１．０／５．０まで、及び、より好ましくは、１．０／０．２から１．０／２．０までの
範囲にわたる。
【００３２】
　それら媒体に像を印刷した後に、その溶融及び同時発生の架橋は、十分なものであるべ
きである。基準以下の溶融は、粘着性の表面に帰着し得ると共に、その可融性の多孔性の
層が、多孔性のままであるとすれば、そのインクジェット素子は、所望の耐ブロッキング
の性質を有するものではないのみならず、水及び染みに耐性のあるものではないことにな
る。
【００３３】
　その多官能性の化合物の官能基の当量の重量は、約５０から１０，０００まで、好まし
くは、約１００から５，０００まで、最も好ましくは、約１００から２，０００までであ
る。
【００３４】
　上で示唆したように、それら重合体の粒子及びその多官能性の化合物は、相補的な反応
性の官能基を含む。例えば、エポキシの多官能性の化合物は、エポキシ単量体の単位を含



(7) JP 4726897 B2 2011.7.20

10

20

30

40

50

有するエピクロロヒドリンを主材料とした共重合体であることができると共に、それらは
、それら重合体の粒子における（又は、逆もまた同じである）、アミンの、カルボン酸性
の、ヒドロキシルの、無水物の、又は同様の、反応性の官能性と反応することになる。
【００３５】
　オキサゾリンの多官能性の化合物の好適な例は、２－ビニル－２－オキサゾリン及び２
－イソプロペニル－２－オキサゾリンのような単量体から誘導された単量体の単位を含む
。プロトン性のタイプの反応性の官能性を備えた多官能性の化合物の例は、メタクリル酸
のような酸の官能性の単量体又はヒドロキシアルキル＝アクリラート（メタクリラート）
、例えば、ヒドロキシエチル＝アクリラート（メタクリラート）のようなヒドロキシの官
能性の単量体から誘導されたオリゴマーを含む。
【００３６】
　一般に、その多官能性の化合物におけるエポキシの官能性の反応性の基は、全てが一般
的な且つ商業的に入手可能な単量体である、それら重合体の粒子における（又は、逆もま
た同じである）、例えば、メタクリル酸（ＭＡＡ）、ヒドロキシエチル＝メタクリラート
（ＨＥＭＡ）のようなヒドロキシアルキル＝メタクリラート、又は、アミノプロピル＝メ
タクリラートのようなアミノアルキル＝メタクリラートから誘導された単量体の単位を含
む重合体から作られた重合体の粒子における、カルボキシルの（－ＣＯＯＨ）、アルコー
ル（－ＯＨ）の、第一級アミン（－ＮＨ２）の基、又は、チオールの基（－ＳＨ）と反応
することができる。アルコールの場合には、４－ジメチルアミノピリジンのような触媒が
、熟練した化学者によって理解されることになるように、室温におけるその反応の速度を
速めるために、使用されることもある。
【００３７】
　別の実施形態において、多官能性の化合物におけるオキサゾリンの官能基は、同様にし
て、それら重合体の粒子における（又は、逆もまた同じである）カルボン酸、酸無水物、
アミン、フェノール、及びチオールと反応することができる。本発明の好適な実施形態に
おいて、少なくとも一つの開環の基、エポキシド、又は、オキサゾリンを有する繰り返し
単位を含有する多官能性の化合物は、カルボン酸を含有する単量体のような、プロトン性
の基を有する繰り返し単位を含有する重合体の粒子と反応する。有用なプロトン性の反応
性の単量体の中に含まれるものは、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、クロトン酸
、フマル酸、及びマレイン酸、並びに、それらの無水物である。
【００３８】
　それら重合体の粒子及び／又はその多官能性の化合物を作るための適切な共重合体の単
量体は、一般式：
【００３９】
【化１】

のアクリラート及びメタクリラートのような従来のビニル単量体を含むが、そこでは、Ｒ

２は、上に定義されたようなものであると共に、Ｒ５は、２０個までの炭素原子を有する
直鎖の又は分岐した脂肪族の、脂環式の、又は芳香族の基であると共に、それは、置換さ
れてないもの又は置換されたものである。有用な又は適切な共重合性の単量体は、例えば
、スチレン、アルファ－メチルスチレン、１－ヘキセン、塩化ビニルなどのみならず、例
えば：、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、エトキシエチル、メトキシ
エチル、エトキシプロピル、フェニル、ベンジル、シクロヘキシル、ヘキサフルオロイソ
プロピル、又は、ｎ－オクチル－アクリラート及び－メタクリラートを含む。
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【００４０】
　この発明の好適な実施形態において、それら重合体の粒子は、当業者には通例の乳化重
合反応によって対応する単量体から、それ自体が知られた様式で合成される。それら重合
体の粒子についての乳化重合開始剤は、（過硫酸カリウム若しくはアンモニウムのような
）イオンラジカルを発生させることが可能な水溶性の開始剤、又は、過酸化アセチル、過
酸化ラウロイル、過酸化デカノイル、過酸化カプリル、過酸化ベンゾイル、過酸化ピバル
酸の第三級ブチルエステル、過炭酸ナトリウム、過酸化オクタン酸の第三級ブチルエステ
ル、及び、アゾビス－イソブチロニトリル（ＡＩＢＮ）によって実例を出して説明された
タイプの遊離基を発生させる重合の開始剤を含む。ジエトキシアセトフェノンによって実
例を出して説明された紫外の遊離基開始剤をもまた使用することができる。加えて、（１
）それら単量体を一緒に混合すること；（２）重合開始剤を添加すること；（３）紫外の
又は化学作用をもつ放射及び／又は高温の源へその単量体／開始剤の混合物をさらすと共
にその混合物を重合させること：によって、重合体を形成することができる。そして、こ
の重合体を、適切な溶剤に溶解させることができると共に、その結果として生じる溶液は
、適切な分散剤を備えた水に分散させられると共に粗の乳濁物を発生させるためにホモジ
ナイザーにおいて剪断される。回転式の蒸発器は、その溶媒の効率的な除去に適切な温度
及び真空の条件で、水における重合体の粒子の分散物を産する。本発明における使用のた
めの重合体の粒子の水性の分散物を発生させるための他の方法をもまた、援用することが
できる。
【００４１】
　本発明の一つの実施形態において、その多官能性の化合物は、以下に続く式：
【００４２】
【化２】

によって表されたオキサゾリン基を有するが、そこでは、Ｒ１からＲ５までは、
例えば、式（ＩＩ）：
【００４３】

【化３】

に従った分岐した又は分岐してないビニル基であるように（Ｉ）におけるＲ１を選択する
ことによって、分岐した又は分岐してないビニルオキサゾリン化合物を提供するために選
択されると共に、そこでは、Ｒ８は、水素、分岐した又は線形のＣ１－Ｃ２０のアルキル
部位、Ｃ３－Ｃ２０のシクロアルキル部位、Ｃ６－Ｃ２０のアリール部位、及び、Ｃ７－
Ｃ２０のアルキルアリール部位からなる群より選択される。Ｒ１が、このようなビニル基
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であるとすれば、Ｒ２からＲ５までは、同じもの又は異なるものであると共に、水素、分
岐した又は線形のＣ１－Ｃ２０のアルキル部位、Ｃ３－Ｃ２０のシクロアルキル部位、Ｃ

６－Ｃ２０のアリール部位、及び、Ｃ７－Ｃ２０のアルキルアリール部位から選択される
。
【００４４】
　その単量体から誘導された、オキサゾリンの官能性の単位は、－ＣＯＯＨ、－ＮＨ、－
ＳＨ、及び、－ＯＨのような相補的な反応性の官能性に対して反応性のものである部位を
重合体に提供することになる（又は、逆もまた同じである）。オキサゾリンの化合物の調
製についての詳細な議論を、Ｂｒｅｎｔｏｎ　ｅｔ　ａｌ．，“Ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎ
　ｏｆ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌｉｚｅｄ　Ｏｘａｚｏｌｉｎｅｓ，”　Ｓｙｎｔｈｅｔｉ
ｃ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ，２２（１７），２５４３－２５４４（１９９２）；
Ｗｉｌｅｙ　ｅｔ　ａｌ．，“Ｔｈｅ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｏｘａｚｏｌｉｎｅ
ｓ，”　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｒｅｖｉｅｗｓ，Ｖ４４，４４７－４７６（１９４９）；及
びＦｒｕｍｐ，Ｊｏｈｎ　Ａ．，“Ｏｘａｚｏｌｉｎｅｓ，　Ｔｈｅｉｒ　Ｐｒｅｐａｒ
ａｔｉｏｎ，　Ｒｅａｃｔｉｏｎｓ，　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ，”　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　Ｒｅｖｉｅｗｓ，Ｖ７１，４８３－５０５（１９７１）に見出すことができ
るが、それらの開示は、参照によって組み込まれる。
【００４５】
　オキサゾリンの基を有する多官能性の化合物の例は、付加重合性のオキサゾリンの単量
体を単独重合すること又はそれと共重合性の単量体と前記の単量体を共重合することによ
って得られたようなオキサゾリンの基を含有する重合体を含む。その付加重合性のオキサ
ゾリンの例は、２－ビニル－２－オキサゾリン、２－ビニル－４－メチル－２－オキサゾ
リン、２－ビニル－５－メチル－２－オキサゾリン、２－イソプロペニル－２－オキサゾ
リン、２－イソプロペニル－４－メチル－２－オキサゾリン、２－イソプロペニル－４－
エチル－２－オキサゾリン、２－イソプロペニル－５－メチル－２－オキサゾリン、２－
イソプロペニル－５－エチル－２－オキサゾリン、及び、２－イソプロペニル－４，５－
ジメチル－２－オキサゾリンを含む。これらは、それぞれ単独で又は相互との組み合わせ
で、のいずれかで使用されることもある。その単量体、２－イソプロペニル－２－オキサ
ゾリン、例えば、ビニルオキサゾリンの非限定的な例は、以下に続く構造：
【００４６】
【化４】

によって表される。
【００４７】
　本発明の別の実施形態において、多官能性の化合物における開環の反応性の基は、エポ
キシの官能性の重合体によって提供される。その好適なエポキシの多官能性の化合物は、
他のエポキシを含有する単量体が使用されることもあるとはいえ、エピクロロヒドリン、
グリシジル＝メタクリラート、アリル＝グリシジル＝エーテル、４－ビニル－１－シクロ
ヘキセン－１，２－エポキシド、及び同様のもののようなオキシランを含有する単量体に
基づいたものである。そのエポキシの多官能性の化合物の商業的に入手可能な例は、ＷＩ
ＴＣＯＢＯＮＤ　ＸＷの商標の下での、Ｃｒｏｍｐｔｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｍ
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ｉｄｄｌｅｂｕｒｙ，Ｃｏｎｎｅｃｔｉｃｕｔから入手可能な（クロロメチル）オキシラ
ンとのそのフェノール、４，４’－（１－メチルエチリデン）ビスの重合体、並びに、Ｅ
ＰＯＮ　１００１Ｆの商標の下での、２，２－ビス（ｐ－ヒドロキシフェニル）プロパン
及びＳｈｅｌｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｈｏｕｓｔｏｎ，Ｔｅｘａｓから入手可能な
類似の異性体とのその２，２－ビス（ｐ－グリシジルオキシフェニル）プロパンの縮合生
産物である。ＣＲ－５Ｌの商標の下でのＥｓｐｒｉｘ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｓａ
ｒａｓｏｔａ，Ｆｌｏｒｉｄａから商業的に入手可能な、商業的に入手可能なポリヒドロ
キシアルカンの混合物のような、エポキシオリゴマー又は他のオリゴマー若しくは重合体
との重合体のブレンドされた混合物をもまた、利用することができる。
【００４８】
　それら重合体の粒子は、例えば、加熱された定着器のニップにおいて溶融されるとき、
流れると共に架橋することが、それによって、優れた像の質及び印刷耐久性の性能を備え
たインクジェットの表面のコーティング及び媒体を達成することが、意図される。
【００４９】
　可融性の重合体の粒子の最上の可融性の多孔性のインクを輸送する又はインクを捕捉す
る層は、自由選択で、付加的に、フィルムを形成する疎水性の結合剤を含有することもあ
る。軽微な量の結合剤の存在は、より多くの予備的に溶融する原材料の保有、耐久性、及
び、取り扱い性を提供することもある。本発明において有用なフィルムを形成する疎水性
の結合剤は、水に分散させられることが可能ないずれのフィルムを形成する疎水性の重合
体でもあることができる。本発明の好適な実施形態においては、しかしながら、結合剤が
無いものである。結合剤が、使用されるとすれば、それは、好ましくは、軽微な量で使用
されるべきである。
【００５０】
　それら粒子及びその可融性の多孔性のインクを輸送する層において用いられた自由選択
の結合剤の粒子対結合剤の比は、約１００：０と６０：４０との間、好ましくは、約１０
０：０と約９０：１０との間の範囲にわたることができる。一般に、述べた範囲の外側に
おける粒子対結合剤の比を有する層は、通常は、良好な像の質を提供するためには十分に
多孔性のものではないことになる。
【００５１】
　その可融性の多孔性のインクを輸送する層又はインクを捕捉する最上の層は、通常、１
ｇ／ｍ２から約５０ｇ／ｍ２までの量で存在するものである。好適な実施形態においては
、その可融性の多孔性のインクを輸送する層は、約１ｇ／ｍ２から約１０ｇ／ｍ２までの
量で存在するものである。
【００５２】
　インクを輸送する層の下における可融性の染料を捕捉する層は、その最上のインクを輸
送する層からインクを受容する、好ましくは、実質的にその全ての染料を保持すると共に
、その自由選択の下地の多孔性の担体－液体－受容性の層及び／又はその自由選択の多孔
性の支持体へのそのインクの担体の液体の通過を許容する。
【００５３】
　溶融する際に、熱及び／又は圧力の適用を介して、その像の層の元来の多孔性の構造に
存在する気体－粒子の界面は、除去されると共に、非散乱性の実質的に連続的な層は、形
成するが、それは、その印刷された像を含有する。その可融性の多孔性のインクを輸送す
る層が、及び、もし存在するとすれば、その下地の染料を捕捉する層は、これが、像の濃
度を顕著に上昇させると、非散乱性の層へと変換可能なものであることは、本発明の重要
な特徴である。
【００５４】
　その染料を捕捉する層に用いられた可融性の重合体の粒子は、存在するとすれば、より
小さい粒子が可能なものであるとはいえ、典型的には、約０．０１μｍから１０μｍまで
の範囲にわたる。その染料を捕捉する層に用いられた粒子は、可融性のもの、すなわち、
熱及び／又は圧力の適用を通じて不連続な粒子から実質的に連続的な層へと転換されるこ
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とが可能なものであるいずれの重合体からも形成されることもある。本発明の好適な実施
形態において、その可融性の重合体の粒子は、酢酸酪酸セルロースのような、天然の重合
体のエステル誘導体、ポリエステル若しくはポリウレタンのような、縮合重合体、又は、
付加重合体、例えば、スチレン系の重合体、ビニル重合体、エチレン－塩化ビニル共重合
体、ポリアクリラート、ポリ（酢酸ビニル）、ポリ（塩化ビニリデン）、若しくは、酢酸
ビニル－塩化ビニルの共重合体、及び同様のものを含む。
【００５５】
　その染料を捕捉する層に用いられた結合剤は、それら可融性の重合体の粒子を一緒に束
縛することに役に立ついずれのフィルムを形成する重合体でもあることができる。好適な
実施形態において、その結合剤は、アクリル系の重合体又はポリウレタンの水性の分散物
から誘導された疎水性のフィルムを形成する結合剤である。
【００５６】
　染料の媒染剤は、好ましくは、その染料を捕捉する層において用いられる。このような
染料の媒染剤は、そのインクジェットの染料に対して有効に媒染剤を不要としたものであ
るいずれの材料でもあることができる。その染料の媒染剤は、その多孔性のインクを輸送
する層から受容されたインクから染料を取り除くと共に、その染料を捕捉する層内にその
染料を固定する。このような媒染剤の例は、米国特許第６，２９７，２９６号明細書及び
それにおいて引用された参考文献に開示されたもののような陽イオン性の格子、米国特許
第５，３４２，６８８号明細書に開示されたもののような陽イオン性の重合体、及び、米
国特許第５，９１６，６７３号明細書に開示されたような多価のイオンを含むが、それら
の開示は、これによって、参照によって組み込まれる。これらの媒染剤の例は、ポリ（ジ
メチルアミノエチル）－メタクリラート、ポリアルキレンポリアミン、及び、ジシアノジ
アミドとのそれらの縮合の生産物、アミン－エピクロロヒドリンの重縮合物のような、重
合体の第四級のアンモニウムの化合物、又は、塩基性の重合体を含む。さらに、レシチン
及びリン脂質の化合物をもまた、使用することができる。このような媒染剤の具体的な例
は、以下に続くもの、ビニルベンジル＝トリメチル＝アンモニウム＝クロリド／エチレン
グリコール＝ジメタクリラート；ポリ（ジアリル＝ジメチル＝アンモニウム＝クロリド）
；ポリ（２－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウム）エチル＝メタクリラート＝メトスル
ファート；ポリ（３－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－アンモニウム）プロピル＝メタクリラー
ト＝クロリド；ビニルピロリジノン及びビニル（Ｎ－メチルイミダゾリウム）＝クロリド
の共重合体；並びに、３－（Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウム）プロピル＝クロリド
で誘導されたヒドロキシエチルセルロース：を含む。好適な実施形態において、その陽イ
オン性の媒染剤は、第四級アンモニウム化合物である。
【００５７】
　その媒染剤と相溶性のものであるためには、その結合剤及びそれら可融性の粒子を含む
重合体の両方が、帯電してないもの又はその媒染剤と同じ電荷のもののいずれかであるべ
きである。仮にそれら重合体の粒子又はその結合剤が、その媒染剤のものとは反対の電荷
を有するものであるとすれば、コロイドの不安定性及び望まれない凝集は、結果として生
じることができるであろう。
【００５８】
　一つの実施形態において、その染料を捕捉する層における可融性の粒子は、約９５から
約６０重量部までの範囲にわたることもある、その結合剤は、約４０から約５重量部まで
の範囲にわたることもある、且つ、その染料の媒染剤は、約２部から約４０重量部までの
範囲にわたることもある。より好ましくは、その染料を捕捉する層は、約８０重量部の可
融性の粒子、約１０重量部の結合剤、及び、約１０重量部の染料の媒染剤を含む。その染
料を捕捉する層は、約１ｇ／ｍ２から約５０ｇ／ｍ２までの量で、より好ましくは、約１
ｇ／ｍ２から約１０ｇ／ｍ２までの量で存在するものである。
【００５９】
　その自由選択の多孔性のインク－担体－液体受容性の層は、そのインクが、その多孔性
の最上の層（そのインクを輸送する又は顔料を捕捉する層）を、及び、染料を主材料とし
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たインクから染料を取り除くための自由選択の多孔性の染料を捕捉する層を通過しまった
後で、そのインク担体の液体を受容する。そのインク－担体－液体の受容性の層は、いず
れの従来の多孔性の構造でもあることができる。好適な実施形態においては、そのインク
担体－液体の受容性の層は、約１ｇ／ｍ２から約５０ｇ／ｍ２までの、好ましくは、約１
０ｇ／ｍ２から約４５ｇ／ｍ２までの量で存在するものである。この層の厚さは、多孔性
の支持体が使用されるか非多孔性の支持体が使用されるかに依存することもある。
【００６０】
　一般には、その塩基性のインクの多孔性のインク－担体－液体の受容性の層は、約１μ
ｍから約５０μｍの厚さを有することになると共に、それに存する多孔性のインクを輸送
する層は、通常は、約２μｍから約５０μｍの厚さを有することになる。
【００６１】
　本発明の好適な実施形態においては、そのインク－担体－液体の受容性の層は、有機な
又は無機の粒子を含有する、連続的な同一の広がりをもつ多孔性の層である。有機の粒子
の例は、それらが、使用されることもあるが、Ｋａｐｕｓｎｉａｋ　ｅｔ　ａｌ．へ２０
０２年１２月１０日に発行された米国特許第６，４９２，００６号明細書に開示されたも
ののような芯／殻の粒子、及び、Ｋａｐｕｓｎｉａｋ　ｅｔ　ａｌ．へ２００２年１１月
０５日に発行された米国特許第６，４７５，６０２号明細書に開示されたもののような均
質な粒子を含むが、それらの開示は、これによって、参照によって組み込まれる。この層
において使用されることもある、有機の粒子の例は、アクリル系の樹脂、スチレン系の樹
脂、セルロース誘導体、ポリビニル樹脂、エチレン－アリル共重合体、及び、ポリエステ
ルのような重縮合の重合体を含む。
【００６２】
　そのインク－担体－液体の受容性の層に使用されることもある、無機の粒子の例は、シ
リカ、アルミナ、二酸化チタン、粘土、炭酸カルシウム、メタケイ酸カルシウム、硫酸バ
リウム、又は、酸化亜鉛を含む。
【００６３】
　本発明の好適な実施形態において、その多孔性のインク－担体－液体受容性の層は、
約２０重量％から約１００重量％の粒子、及び、約０％から約８０重量％の重合体の結合
剤、好ましくは、約８０重量％から約９５重量％までの粒子、及び、約２０重量％から約
５重量％までの重合体の結合剤を含む。好適な実施形態において、その重合体の結合剤は
、ポリ（ビニルアルコール）、ポリ（ビニルピロリドン）、ゼラチン、セルロースエーテ
ル、ポリ（オキサゾリン）、ポリ（ビニルアセトアミド）、部分的に加水分解されたポリ
（酢酸ビニル／ビニルアルコール）、ポリ（アクリル酸）、ポリ（アクリルアミド）、ポ
リ（アルキレンオキシド）、スルホン化された又はリン酸化されたポリエステル及びポリ
スチレン、カゼイン、ゼイン、アルブミン、キチン、キトサン、デキストラン、ペクチン
、コラーゲンの誘導体、コロジオン、寒天、クズウコン、クラスタマメ、カラゲナン、ト
ラガカント、キサンタン、ラムノサン、及び同様のもののような親水性の重合体であるこ
ともある。好ましくは、その親水性の重合体は、ポリ（ビニルアルコール）、ヒドロキシ
プロピル＝セルロース、ヒドロキシプロピル＝メチル＝セルロース、ポリ（アルケンオキ
シド）、ポリ（ビニルピロリドン）、ポリ（酢酸ビニル）、若しくは、それらの共重合体
、又は、ゼラチンである。
【００６４】
　インク担体－液体の受容性の層用の適切な多孔性の材料は、例えば、重合体の結合剤に
シリカ又はアルミナを含む。一つの好適な実施形態において、そのインク担体－液体の受
容性の層は、架橋されたポリ（ビニルアルコール）の結合剤における多孔性のヒュームド
アルミナである。
【００６５】
　そのインク担体－液体の受容性の層へ機械的な耐久性を分与するためには、架橋剤は、
それらが、上に議論された結合剤に作用するものであるが、少量で添加されることもある
。このような添加剤は、その層の結合性の強さを改善する。カルボジイミド、多官能性の
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アジリジン、アルデヒド、イソシアナート、エポキシド、多価の金属陽イオン、ビニルス
ルホン、ピリジニウム、ピリジニウムのジカチオンのエーテル、メトキシアルキル＝メラ
ミン、トリアジン、ジオキサン誘導体、クロムアルミナ、硫酸ジルコニウム、及び同様の
もののような架橋剤は、使用されることもある。好ましくは、その架橋剤は、２，３－ジ
ヒドロキシ－１，４－ジオキサンのような、アルデヒド、アセタール、又はケタールであ
る。
【００６６】
　その多孔性のインク－担体－液体の受容性の層は、また、開口気孔のポリオレフィン、
開口気孔のポリエステル、又は、開口気孔の膜を含むことができる。開口気孔の膜を、相
の反転の知られた技術と一致して形成することができる。開口気孔の膜を含む多孔性のイ
ンクを受容する層の例は、これによって参照によって組み込まれた、両方ともＬａｎｄｒ
ｙ－Ｃｏｌｔｒａｉｎ　ｅｔ　ａｌ．へ、２００２年１２月２４日に発行された米国特許
第６，４９７，９４１号明細書及び２００３年０１月０７日に発行された米国特許第６，
５０３，６０７号明細書に開示される。
【００６７】
　本発明の特に好適な実施形態においては、そのインクの担体－液体の受容性の層は、メ
タケイ酸カルシウムの針、及び、自由選択で重合体の結合剤における有機の及び／又は無
機の粒子を含む連続的な同一の広がりをもつ多孔性のメタケイ酸カルシウムを含有する基
礎の層であると共に、そのメタケイ酸カルシウムの長さは、１μｍから５０μｍまでであ
る。そのメタケイ酸カルシウムが、本質的に、その層における粒子の全てを含むこともあ
るとはいえ、好適な実施形態においては、その有機の又は無機の粒子に対するメタケイ酸
カルシウムの比は、９０：１０から２５：７５までである。そのメタケイ酸カルシウムは
、好ましくは、存在する無機の及び／又は有機の粒子を含む、それら気孔を形成する粒子
の合計の乾燥重量を基礎として、少なくとも２５重量パーセントの量で存在するものであ
る。そのメタケイ酸カルシウムの存在は、乾燥する際に及びその多孔性の構造を向上させ
る際に粒子状のコーティングの亀裂を予防すること又は最小にすることにおいて顕著に助
けることが見出されてきた。
【００６８】
　本発明において使用することができるメタケイ酸カルシウムの例は、ＶＡＮＳＩＬの針
状のウォラストナイトを含む。このような材料をもまた、メタケイ酸カルシウム又はＣａ
ＳｉＯ３についての一般的に使用された式によって表すことができる。ＶＡＮＳＩＬ　Ｗ
Ｇは、例えば、高いアスペクト比の長い針の等級のウォラストナイトである。他の有用な
等級は、特定のインクジェットの記録系に依存して、ＶＡＮＳＩＬ　ＨＲ－１５００及び
ＨＲ－３２５を含むが、それらは、Ｒ．Ｔ．Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ　Ｃｏ．，Ｉｎｃ．，
Ｎｏｒｗａｌｋ，Ｃｏｎｎ（ウェブサイト：ｗｗｗ．ｒｔｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ．ｃｏｍ
）から全て商業的に入手可能なものである。
【００６９】
　そのメタケイ酸カルシウムを含有する基礎の層における使用のためには、針は、１μｍ
から５０μｍまでの長さにおいて、３０μｍより少ない、より好ましくは、１０μｍより
少ない、最も好ましくは、約２から９．０μｍの好適な長さと共に、変動することができ
る。その平均のアスペクト比は、適切には、少なくとも５：１、好ましくは、８：１から
２０：１まで、より好ましくは、約１０：１から約１６：１、最も好ましくは、少なくと
も約１２：１である。メタケイ酸カルシウムの針の平均の長さは、適切には１０μｍから
５０μｍまでである。メタケイ酸カルシウムの濃度は、典型的には、約２．９ｇ／ｃｍ３

である。一つの実施形態において、その表面積（Ｎ２　Ｂ．Ｅ．Ｔ．）は、例えば、１か
ら４ｍ２／ｇである。メタケイ酸カルシウムの針は、処理される又は表面が変性される、
例えば、シラン処理にさらされることもある。
【００７０】
　好適な実施形態においては、メタケイ酸カルシウムを含有する基礎の層は、有機の又は
無機の粒子を含有する多孔性の層である。この層において使用されることもある有機の粒



(14) JP 4726897 B2 2011.7.20

10

20

30

40

50

子の例は、重合体のビーズを含むが、メチル＝メタクリラート、スチレン系樹脂、セルロ
ース誘導体、ポリビニル樹脂、エチレン－アリル共重合体、及び、ポリエステルのような
重縮合の重合体のようなアクリル系樹脂を含むが、しかし、それらに限定されない。中空
のスチレン又はアクリル系のビーズは、ある一定の用途について好適な有機の粒子である
。
【００７１】
　有機の粒子の他の例は、それらが、使用されることもあるが、Ｋａｐｕｓｎｉａｋ　ｅ
ｔ　ａｌ．へ２００２年１２月１０日に発行された米国特許第６，４９２，００６号明細
書に開示されたもののような、芯／殻の粒子及びＫａｐｕｓｎｉａｋ　ｅｔ　ａｌ．へ２
００２年１１月０５日に発行された米国特許第６，４７５，６０２号明細書に開示された
もののような均質な粒子を含むが、それらの開示は、これによって、参照によって組み込
まれる。
【００７２】
　メタケイ酸カルシウムを含有する基礎の層において使用されることもある無機の粒子の
例は、シリカ、アルミナ、二酸化チタン、粘土、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、又は酸
化亜鉛を含む。好適な実施形態において、それら有機の又は無機の粒子の平均の一次の粒
子の大きさは、約０．３μｍ（３００ｎｍ）から約５μｍ、好ましくは０．５μｍ（５０
０ｎｍ）から１．０μｍ未満のものである。アルミナのような複数の無機の粒子は、より
大きい二次の粒子へと凝塊形成することもある。
【００７３】
　いずれの重合体の結合剤も、メタケイ酸塩を含有する基礎の層において使用されること
もある。一般的に、良好な結果が、ゼラチン、ポリウレタン、酢酸ビニル－エチレン共重
合体、エチレン－塩化ビニル共重合体、酢酸ビニル－塩化ビニル－エチレンの三元共重合
体、アクリル系の重合体、及びポリビニルアルコール又はそれらの誘導体で得られてきた
。好ましくは、その結合剤は、水溶性の親水性の重合体、最も好ましくは、ポリビニルア
ルコール、又は同様のものである。
【００７４】
　一つの好適な実施形態において、その多孔性のメタケイ酸カルシウムを含有する基礎の
層は、７５重量％と９５重量％との間の粒子及び約５％と２５重量％との間の重合体の結
合剤、好ましくは、約８２重量％から約９２重量％までの粒子及び約１８重量％から約８
重量％までの重合体の結合剤、最も好ましくは、約１０重量％の結合剤を含む。好ましく
は、そのメタケイ酸カルシウムを含有する層は、（針の形態における）少なくとも２５重
量パーセントのメタケイ酸カルシウムの粒子を含む。一つの好適な実施形態においては、
他の有機の又は無機の（実質的に、球体の）ものに対するそれら針の比は、約３０：７０
から７０：３０、好ましくは、約４０：６０から５０：４０、より好ましくは、約４５：
５５から５５：４５である。
【００７５】
　そのメタケイ酸カルシウムを含有する層は、典型的には、（乾燥した）厚さにおいて少
なくとも１０μｍ、より好ましくは、他のインク－液体－担体を吸収する層の存在に依存
して、少なくとも１５μｍ又は２０μｍ、好ましくは約３０から６０μｍである。例えば
、一つの実施形態においては、そのメタケイ酸カルシウムを含有する層は、厚さ３０から
７０μｍのもの、好ましくは、少なくとも３５μｍのものである。紙のような多孔性の支
持体を備えたインクジェット記録素子の場合には、そのメタケイ酸カルシウムを含有する
層は、厚さ２０μｍから６０μｍのもの、好ましくは、少なくとも２５μｍのものである
こともある。
【００７６】
　本発明のインクジェット記録素子で使用された支持体は、不透明な、半透明の、又は透
明なものであることもある。使用されることもあるものは、例えば、普通紙、樹脂がコー
トされた紙、ポリ（エチレンテレフタラート）、ポリ（エチレンナフタラート）、及びポ
リ（エステルジアセタート）のようなポリエステル樹脂、ポリカーボナート樹脂、ポリ乳
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酸、ポリ（テトラフルオロエチレン）のようなフッ素樹脂を含む様々なプラスチック、金
属箔、様々なガラス材料、及び同様のものである。好適な実施形態において、その支持体
は、以下の例において使用されたもののような開口構造の紙の支持体である。本発明にお
いて用いられた支持体の厚さは、約１２から約５００μｍまで、好ましくは、約７５から
約３００μｍまでであることができる。
【００７７】
　望まれるとすれば、その支持体へのその基礎の層の付着を改善するためには、その支持
体の表面は、その支持体へその基礎の層又は溶剤を吸収する層を設けるより先に、コロナ
放電で処理されたものであることもある。
【００７８】
　そのインクジェット記録素子が、他の像を記録する物品又は像を記録するデバイスの駆
動若しくは輸送の機構と接触することもあるので、界面活性剤、潤滑剤、無光沢の粒子及
び同様のもののような添加剤は、それらが、関心のある性質を劣化させることがないとい
う程度まで、その素子へ添加されることもある。
【００７９】
　そのインク－担体－液体の受容性の層、その顔料を捕捉する層、その染料を捕捉する層
、及び、そのインクを輸送する層を含む、上に記載した層は、従来のコーティングの手段
によって、この技術において一般的に使用された支持体の材料へコートされることもある
。コーティングの方法は、巻かれた線材コーティング、エアナイフコーティング、スロッ
トコーティング、スライドホッパーコーティング、グラビア、カーテンコーティング、及
び同様のものを含むこともあるが、しかし、それらに限定されない。これらの方法のいく
つかは、全ての三つの層の同時のコーティングを許容するが、それは、製造の経済的な展
望から好適なものである。
【００８０】
　本発明の素子において印刷した後に、その可融性の多孔性の最上の層（そのインクを輸
送する又はインクを捕捉する層）は、その表面に実質的に連続的な上塗りの層を形成する
ために、熱及び／又は圧力で溶融させられる。加えて、その自由選択の染料を捕捉する層
は、存在するとすれば、また、同時に溶融させられる。溶融する際に、これらの層は、光
を散乱しないものにされる。溶融することは、その意図された目的のために有効なもので
あるいずれの様式でも成し遂げられることもある。溶融するベルトを用いる、溶融する方
法の記載を、米国特許第５，２５８，２５６号明細書に見出すことができると共に、溶融
するローラーを用いる、溶融する方法の記載を、米国特許第４，９１３，９９１号明細書
に見出すことができるが、それらの開示は、これによって、参照によって組み込まれる。
溶融するローラーが、使用されるとすれば、それは、本発明の低いＴｇの反応性の重合体
の粒子によって、都合良くは容易にさせられる。
【００８１】
　好適な実施形態においては、溶融することは、溶融ローラー又は溶融ベルトのような熱
で溶融する部材とその素子の表面を接触させることによって、成し遂げられる。このよう
に、例えば、溶融することを、約０．００５ｍ／秒から約０．５ｍ／秒の輸送率で５から
約１５ＭＰａの圧力を使用して、約６０℃から約１６０℃の温度まで加熱された、一対の
加熱されたローラーにその素子を通過させることによって、成し遂げることができる。
【００８２】
　上に述べたように、その可融性の重合体の粒子についてのより低い初期の温度Ｔｇは、
相対的により低い温度及び／又はより低い圧力で、セルロースエステルのいくつかの先行
技術の可融性の重合体の粒子に要求されたような３５０°Ｆの代わりに、例えば、約３０
０°Ｆ未満で、溶融するための利点であることができる。溶融すること及び架橋させるこ
との後に続いて、そのインクジェット素子の上部の層についてのより高いＴｇは、ブロッ
キングの問題が回避されるように、得られる。また、本発明と一致して作ることができる
インクジェット媒体のさらなる利点は、より少ない熱が、その素子を溶融させるために要
求されることもあるので、そのインクジェット素子を、相対的に熱いとき、変形無しに且
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つ光沢を低下させること又は滑らかな表面に悪影響を及ぼすこと無しに、その溶融する素
子から開放することができることである。これは、そのインクジェット素子が、開放の前
に冷却するために十分な時間を有するように、より長い接触を提供するためにさもなけれ
ば必要とされることもあるベルトの定着器と比較すると、定着器のローラーの使用を容易
にする。
【００８３】
　好ましくは本発明の記録素子を像形成すせるために使用された、染料を主材料としたイ
ンクジェットのインク又は顔料で着色したインクジェットのインクは、当技術において周
知のものである。インクジェットの印刷に使用されたインク組成物は、典型的には、溶剤
又は担体の液体、染料又は顔料、保湿剤、有機の溶剤、洗浄剤、増粘剤、防腐剤、及び同
様のものを含む液体の組成物である。その溶剤又は担体の液体は、単独で水であることが
できる、又は、多価のアルコールのような他の水に混和性の溶剤と混合された水であるこ
とができる。多価のアルコールのような有機の材料が、優勢の担体又は溶剤の液体である
、インクは、また、使用されることもある。特に有用なものは、水及び多価のアルコール
の混合させた溶剤である。このような組成物において使用された染料は、典型的には、水
溶性の直接の又は酸性のタイプの染料である。このような液体の組成物が、例えば、米国
特許第４，３８１，９４６号明細書；米国特許第４，２３９，５４３号明細書；及び米国
特許第４，７８１，７５８号明細書を含む先行技術において広範囲に記載されてきたが、
それらの開示は、これによって、参照によって組み込まれる。
【００８４】
　以下に続く例は、本発明をさらに実例を出して説明する。
【実施例１】
【００８５】
　重合体の粒子の分散物Ｐ－１からＰ－７は、以下のように調製された。他に特に示唆さ
れない限り、その粒子の大きさ及び単分散性は、５０％のメジアンの値でＭｉｃｒｏｔｒ
ａｃ（Ｒ）　Ｕｌｔｒａ　Ｆｉｎｅ　Ｐａｒｔｉｃｌｅ　Ａｎａｌｙｚｅｒ（Ｌｅｅｄｓ
　ａｎｄ　Ｎｏｒｔｈｒｕｐ）によって測定された。
【００８６】
　［重合体の粒子Ｐ－１の合成］
　それら重合体の粒子の分散物は、乳化重合の技術によって調製された。
【００８７】
　Ａ：　脱イオン水　　　　　　　（２００ｇ）
　　　　過硫酸カリウム　　　　　（０．３ｇ）
　Ｂ：　過硫酸カリウム　　　　　（０．８ｇ）
　　　　エチル＝メタクリラート　（１２３．５ｇ）
　　　　メチルアクリル酸　　　　（６．５ｇ）
　　　　脱イオン水　　　　　　　（２４０ｇ）
　　　　メルカプタン酸　　　　　（１．３ｇ）
　部分（Ａ）は、窒素の入り口、機械的な攪拌機、及び凝縮器が備え付けられた１Ｌの３
つ口フラスコへ最初に装填された。そのフラスコは、８０℃における一定の温度の浴に浸
漬させられたと共に２０分間窒素で清浄にさせられた。
【００８８】
　部分（Ｂ）は、その混合物へ添加された。かき混ぜは、その単量体の乳濁物の供給の間
における全ての時間で維持された。その単量体の乳濁物（Ｂ）の付加的な時間は、二時間
であった。
【００８９】
　その重合は、その単量体の乳濁物の添加の後３０分間連続させられた。
【００９０】
　その混合物は、室温まで冷却されたと共に濾過された。それら最終的な固体は、約２２
％であったと共に、その最終的な粒子の大きさは、約８２０ｎｍであった。その単分散性
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は、ＵＰＡによって決定されたものとして、１．０２であった。
【００９１】
　［Ｐ－２の重合体の粒子の分散物の合成］
　それら重合体の粒子の分散物は、乳化重合の技術によって調製された。
【００９２】
　Ａ：　脱イオン水　　　　　　　（１００ｇ）
　　　　過硫酸カリウム　　　　　（０．２ｇ）
　Ｂ：　過硫酸カリウム　　　　　（０．４５ｇ）
　　　　エチル＝メタクリラート　（４５．５ｇ）
　　　　ブチル＝アクリラート　　（９．７５ｇ）
　　　　メチルアクリル酸　　　　（９．７５ｇ）
　　　　脱イオン水　　　　　　　（１２０ｇ）
　　　　メルカプタン酸　　　　　（１．３ｇ）
　Ｐ－１についてのものと同じ反応の手順が、繰り返された。それら最終的な固体は、約
２０から２５重量％であったと共に、その最終的な粒子の大きさは、約８２０ｎｍであっ
た。その単分散性は、ＵＰＡによって決定されたものとして、１．０３であった。これら
のような粒子の分散物を、可融性の上部の層において、オキサゾリン又はエポキシの相補
的な反応性の官能性を有する多官能性の化合物と反応させることができる。
【００９３】
　［Ｐ－３の重合体の粒子の分散物の合成］
　それら重合体の粒子の分散物は、ブチル＝アクリラートが、ブチル＝メタクリラートで
置き換えられたと共にその配合表におけるメルカプタン酸が無かったことを除いて、上の
試料と同じ方式で調製された。メルカプタン酸が、分子量を制御する連鎖移動剤であるの
で、それの欠如は、先の例よりも高い分子量に帰着する。それら最終的な固体は、約２２
重量％であったと共に、その最終的な粒子の大きさは、約８２０ｎｍであった。その単分
散性は、ＵＰＡによって決定されたものとして、１．０３であった。これらのような粒子
の分散物を、可融性の上部の層において、エポキシ又はオキサゾリンの相補的な反応性の
官能性を有する多官能性の化合物と反応させることができる。
【００９４】
　［Ｐ－４の重合体の粒子の分散物の合成］
　それら重合体の粒子の分散物は、その単量体の組成物が、エチル＝メタクリラート５５
．２５ｇ、ヒドロキシエチル＝メタクリラート３．２５ｇ、及び、ブチル＝メタクリラー
ト６．５ｇ：であったことを除いて、Ｐ－１及びＰ－２の試料についてのものと同じ方式
で調製された。それら最終的な固体は、約２２重量％であったと共に、その最終的な粒子
の大きさは、約８２０ｎｍであった。その単分散性は、ＵＰＡによって決定されたものと
して、１．０２であった。
【００９５】
　［Ｐ－５の重合体の粒子の分散物の合成］
　それら重合体の粒子の分散物は、その単量体の組成物が、エチル＝メタクリラート５４
．２ｇ及びジメチル＝アミノエチル＝メタクリラート１０．８ｇ：であったことを除いて
、上のＰ－１及びＰ－２の試料と同じ方式で調製された。それら最終的な固体は、約２２
重量％であったと共に、その最終的な粒子の大きさは、約８２０ｎｍであった。その単分
散性は、ＵＰＡによって決定されたものとして、１．０３であった。これらのような粒子
の分散物を、可融性の上部の層において、アセトアセトキシの相補的な反応性の官能性を
有する多官能性の化合物と反応させることができる。
【００９６】
　［Ｐ－６の重合体の粒子の分散物の合成］
　それら重合体の粒子の分散物は、その単量体の組成物が、エチル＝メタクリラート５４
．２ｇ及びアセトアセトキシエチル＝メタクリラート１０．８ｇ：であったことを除いて
、上のＰ－１及びＰ－２の試料と同じ方式で調製された。それら最終的な固体は、約２２
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重量％であったと共に、その最終的な粒子の大きさは、約５２０ｎｍであった。その単分
散性は、ＵＰＡによって決定されたものとして、１．０４であった。これらのような粒子
の分散物を、可融性の上部の層において、アミノの相補的な反応性の官能性を有する多官
能性の化合物と反応させることができる。
【００９７】
　［Ｐ－７の重合体の粒子の分散物の合成］
　それら重合体の粒子は、その単量体の組成物が、エチル＝メタクリラート４５．５ｇ、
メチル＝メタクリラート１３．０ｇ、及び、メタクリル酸６．５ｇ；並びに、また、連鎖
移動剤ブチルメルカプタン０．６５ｇを備えたもの：であったことを除いて、上のＰ－１
及びＰ－２の試料と同じ方式で調製された。それら最終的な固体は、約２２重量％であっ
たと共に、その最終的な粒子の大きさは、約８２０ｎｍであった。その単分散性は、ＵＰ
Ａによって決定されたものとして、１．０３であった。
【００９８】
　［Ｐ－８の重合体の粒子の分散物の合成］
　それら重合体の粒子の分散物は、その単量体の組成物が、エチル＝メタクリラート５９
．６ｇ及びグリシジル＝メタクリラート５．４ｇ：であったことを除いて、上のＰ－１及
びＰ－２の試料と同じ方式で調製された。それら最終的な固体は、約２２重量％であった
と共に、その最終的な粒子の大きさは、約３８０ｎｍであった。その単分散性は、ＵＰＡ
によって決定されたものとして、１．１０であった。これらのような粒子の分散物を、可
融性の上部の層において、カルボン酸の相補的な反応性の官能性を有する多官能性の化合
物と反応させることができる。
【００９９】
　［例１］
　以下に続く例において使用されたインク担体－液体受容性の層のために、４５／４５／
１０の乾燥重量比でメタケイ酸カルシウム（Ｒ．Ｔ．Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ　Ｃｏｍｐａ
ｎｙ　Ｉｎｃ．，Ｎｏｒｗａｌｋ，ＣｏｎｎｅｃｔｉｃｕｔからのＨＲ３２５　Ｗｏｌｌ
ａｓｔｏｎｉｔｅ（Ｒ））、プラスチックの顔料のラテックス（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ，Ｍａｒｉｅｔｔａ，Ｇｅｏｒｇｉａからの、ＨＳ３０００ＮＡ　高いＴｇのアクリル
系の中空のビーズ）、及び、ポリビニルアルコール（Ｎｉｐｐｏｎ　Ｇｏｈｓｅｉ，Ｏｓ
ａｋａ，ＪａｐａｎからのＧＨ１７　Ｇｏｈｓｅｎｏｌ（Ｒ））を含有する、２５％の固
体の水性の溶液が、作られた。これは、そして、ホッパーコーターを使用して、コートさ
れたと共に、Ｄｏｍｔａｒ　Ｑｕａｎｔｕｍ（Ｒ）８０の紙における２６．９ｇ／ｍ２（
２．５ｇ／フィート（ft）２）の乾燥した下地で乾燥させられた。
【０１００】
　［比較例２］
　比較の顔料を捕捉する層のために、９５対５の比でエチル＝メタクリラート及びメタク
リル酸が含まれた重合体の粒子の分散物（重合体の粒子の分散物Ｐ－１）は、１８％の水
性の分散物を作るために、希釈された。そして、これは、８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ／フ
ィート２）の乾燥した下地における例１のコーティングにわたってコートされたと共に乾
燥させられた。
【０１０１】
　［例３］
　本発明に従った顔料を捕捉する層のために、９５対５の比でエチル＝メタクリラート及
びメタクリル酸が含まれた重合体の粒子の分散物（重合体の粒子の分散物Ｐ－１）は、そ
のグラム／当量の酸の官能性が、そのグラム／当量のオキサゾリンの官能性に等しいもの
であったように、オキサゾリンの多官能性のオリゴマーの共重合体（Ｅｓｐｒｉｘ　Ｔｅ
ｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｓａｒａｓｏｔａ，ＦｌｏｒｉｄａからのＷＳ－５００）と組み
合わせられたと共に、１８％の水性の分散物まで希釈された。そして、これは、８．６ｇ
／ｍ２（０．８ｇ／平方フィート）の乾燥した下地における例１にわたってコートされた
と共に乾燥させられた。
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【０１０２】
　［例４］
　本発明に従った顔料を捕捉する層のために、９５対５の比でエチル＝メタクリラート及
びメタクリル酸が含まれた重合体の粒子の分散物（重合体の粒子の分散物Ｐ－１）は、そ
のグラム／当量の酸の官能性が、そのグラム／当量のポリヒドロキシアルカンのポリグリ
シジルエーテルの官能性に等しいものであったように、ポリヒドロキシアルカンのポリグ
リシジルエーテルの多官能性の重合体（Ｅｓｐｒｉｘ　ＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓからＣ
Ｒ－５Ｌ）と組み合わせられたと共に、１８％の水性の分散物まで希釈された。そして、
これは、８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ／平方フィート）の乾燥した下地における例１にわた
ってコートされたと共に乾燥させられた。
【０１０３】
　［例５］
　本発明に従った別の顔料を捕捉する層のために、９５対５の比でエチル＝メタクリラー
ト及びメタクリル酸が含まれた重合体の粒子の分散物（重合体の粒子の分散物Ｐ－１）は
、そのグラム／当量の酸の官能性が、そのグラム／当量のエポキシの官能性に等しいもの
であったように、エポキシの官能性の重合体（Ｃｒｏｍｐｔｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎ，Ｍｉｄｄｌｅｂｕｒｙ，ＣｏｎｎｅｃｔｉｃｕｔからのＷｉｔｃｏｂｏｎｄ（Ｒ）Ｘ
Ｗ　Ｅｐｏｘｉｄｅ）と組み合わせられたと共に、１８％の水性の分散物まで希釈された
。そして、これは、８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ／平方フィート）の乾燥した下地における
例１にわたってコートされたと共に乾燥させられた。
【０１０４】
　［例６］
　本発明に従った別の顔料を捕捉する層のために、７０対１５対１５の比でエチル＝メタ
クリラート、ブチル＝アクリラート、及びメタクリル酸が含まれた重合体の粒子の分散物
（重合体の粒子の分散物Ｐ－２）は、そのグラム／当量の酸の官能性が、そのグラム／当
量のオキサゾリンの官能性に等しいものであったように、オキサゾリンの官能性の共重合
体（Ｅｓｐｒｉｘ　ＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓからのＷＳ－５００）と組み合わせられた
と共に、１８％の水性の分散物まで希釈された。そして、これは、８．６ｇ／ｍ２（０．
８ｇ／フィート２）の乾燥した下地における例１にわたってコートされたと共に乾燥させ
られた。
【０１０５】
　［例７］
　本発明に従った顔料を捕捉する層のために、７０対１５対１５の比でエチル＝メタクリ
ラート、ブチル＝アクリラート、及びメタクリル酸が含まれた重合体の粒子の分散物（重
合体の粒子の分散物Ｐ－１）は、そのグラム／当量の酸の官能性が、そのグラム／当量の
ポリヒドロキシアルカンのポリグリシジルエーテルの官能性に等しいものであったように
、ポリヒドロキシアルカンのポリグリシジルエーテルの多官能性の重合体（Ｅｓｐｒｉｘ
　ＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓからのＣＲ－５Ｌ）と組み合わせられたと共に、１８％の水
性の分散物まで希釈された。そして、これは、８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ／フィート２）
の乾燥した下地における例１にわたってコートされたと共に乾燥させられた。
【０１０６】
　［比較例８］
　本発明に従った顔料を捕捉する層のために、７０対１５対１５の比でエチル＝メタクリ
ラート、ブチル＝アクリラート、及びメタクリル酸が含まれた重合体の粒子の分散物（重
合体の粒子の分散物Ｐ－２）は、１８％の水性の分散物まで希釈された。そして、これは
、８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ／フィート２）の乾燥した下地における例１にわたってコー
トされたと共に乾燥させられた。
【０１０７】
　［比較例９］
　本発明に従った顔料を捕捉する層のために、８５対５対１０の比でエチル＝メタクリラ
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ート、メチル＝メタクリラート、及びメタクリル酸が含まれた重合体の粒子の分散物（重
合体の粒子の分散物Ｐ－７）は、１８％の水性の分散物まで希釈された。そして、これは
、８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ／フィート２）の乾燥した下地における例１にわたってコー
トされたと共に乾燥させられた。
【０１０８】
　［例１０］
　本発明に従った顔料を捕捉する層のために、８５対５対１０の比でエチル＝メタクリラ
ート、メチル＝メタクリラート、及びメタクリル酸が含まれた重合体の粒子の分散物（重
合体の粒子の分散物Ｐ－７）は、そのグラム／当量の酸の官能性が、そのグラム／当量の
エポキシの官能性に等しいものであったように、エポキシの官能性の重合体（Ｃｒｏｍｐ
ｔｏｎ　Ｃｏｒｐ．からのＷｉｔｃｏｂｏｎｄ（Ｒ）ＸＷ　Ｅｐｏｘｉｄｅ）と組み合わ
せられたと共に、１８％の水性の分散物まで希釈された。そして、これは、８．６ｇ／ｍ
２（０．８ｇ／フィート２）の乾燥した下地における例１にわたってコートされたと共に
乾燥させられた。
【０１０９】
　［例１１］
　本発明に従った顔料を捕捉する層のために、８５対１０対５の比でエチル＝メタクリラ
ート、ブチル＝メタクリラート、及びメタクリル酸が含まれた重合体の粒子の分散物（重
合体の粒子の分散物Ｐ－３）は、そのグラム／当量の官能性が、そのグラム／当量のポリ
ヒドロキシアルカンのポリグリシジルエーテルの官能性に等しいものであったように、ポ
リヒドロキシアルカンのポリグリシジルエーテルの多官能性の重合体（Ｅｓｐｒｉｘ　Ｔ
ｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓからのＣＲ－５Ｌ）と組み合わせられたと共に、１８％の水性の
分散物まで希釈された。そして、これは、８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ／フィート２）の乾
燥した下地における例１にわたってコートされたと共に乾燥させられた。
【０１１０】
　［比較例１２］
　本発明に従った顔料を捕捉する層のために、８５対１０対５の比でエチル＝メタクリラ
ート、ブチル＝メタクリラート、及びメタクリル酸が含まれた重合体の粒子の分散物（重
合体の粒子の分散物Ｐ－３）は、１８％の水性の分散物まで希釈された。そして、これは
、８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ／フィート２）の乾燥した下地における例１にわたってコー
トされたと共に乾燥させられた。
【０１１１】
　［比較例１３］
　本発明に従った顔料を捕捉する層のために、８５対１０対５の比でエチル＝メタクリラ
ート、ブチル＝メタクリラート、及びヒドロキシエチル＝メタクリラートが含まれた重合
体の粒子の分散物（重合体の粒子の分散物Ｐ－４）は、１８％の水性の分散物まで希釈さ
れた。そして、これは、８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ／フィート２）の乾燥した下地におけ
る例１にわたってコートされたと共に乾燥させられた。
【０１１２】
　［例１４］
　本発明に従った顔料を捕捉する層のために、８５対１０対５の比でエチル＝メタクリラ
ート、ブチル＝メタクリラート、及びヒドロキシエチル＝メタクリラートが含まれた重合
体の粒子の分散物（重合体の粒子の分散物Ｐ－４）は、そのグラム／当量のヒドロキシの
官能性が、そのグラム／当量のポリヒドロキシアルカンのポリグリシジルエーテルの官能
性に等しいものであったように、ポリヒドロキシアルカンのポリグリシジルエーテルの多
官能性の重合体（Ｅｓｐｒｉｘ　ＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓからのＣＲ－５Ｌ）と組み合
わせられたと共に、１８％の水性の分散物まで希釈された。そして、これは、８．６ｇ／
ｍ２（０．８ｇ／フィート２）の乾燥した下地における例１にわたってコートされたと共
に乾燥させられた。
【０１１３】
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　そして、各々の例は、１ｃｍ２のカラーのパッチ、原色及び原色の混色の各々の一組み
が含まれた試験の標的と共に、ＫＯＤＡＫの顔料で着色させられたインクを備えたＣＡＮ
ＯＮｉ５５０インクジェットプリンターで印刷させられた。各々のパッチは、１００％の
濃度で印刷された。
【０１１４】
　［溶融及び試験］
　それら印刷された素子は、１時間乾燥することが、許容されたと共に、そして、７６ｃ
ｍ／分におけるゾル－ゲルでコートされたポリイミドのベルトに対して１５０℃及び４．
２ｋｇ／ｃｍ２で、加熱されたニップにおいて溶融させられた。水、コーヒー、及び果物
のパンチ（Ｈａｗａｉｉａｎ　Ｐｕｎｃｈ，Ｒｅｄ　Ｄｙｅ　＃４０及びＢｌｕｅ　Ｄｙ
ｅ　＃１を含有する）の一滴は、それらカラーのパッチ及び白色の印刷されなかったエリ
アに置かれたと共に、１０分間固化することが許容されたと共に、そして、染みを付けら
れてしまった。各々のエリアは、そこでは、一滴が置かれたが、それら表面に対するいず
れの染み、水のマーク、及び変形についても視覚的に点検された。いずれの染み、水のマ
ーク、又は変形が、検出されたとすれば、それは、不合格の等級付けであった。染み、水
のマーク、又は変形が、見られなかったとすれば、それは、合格の等級であった。表１は
、それら結果：を要約する。
【０１１５】
【表１】

　それらデータは、架橋剤がそれらコーティングを熱的に固化させるために使用された全
ての場合において、優れた染みの耐性が、得られたことを明らかに示す。架橋剤が、使用
されなかったとき、乏しい染みの耐性が、得られた。
【０１１６】
　本発明に従った様々な他のインクジェット記録素子は、以下のように調製された：。
【０１１７】
　［例１５］
　染料を捕捉する層のために、８３対１７の比でエチル＝メタクリラート及びメチル＝メ
タクリラート、その媒染剤ジビニルベンゼン－ｃｏ－Ｎ－ビニルベンジル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－
トリメチルアンモニウム＝クロリド、及び、ポリ（ビニルアルコール）が含まれた重合体
の粒子の分散物は、１８％の水性の分散物を作るために、８０／１０／１０の乾燥重量の
比で希釈された。そして、これは、８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ／平方フィート）の乾燥し
た下地における例１にわたってコートされたと共に乾燥させられた。
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【０１１８】
　［比較例１６］
　インクを輸送する層のために、９５対５の比でエチル＝メタクリラート及びメタクリル
酸が含まれた重合体の粒子の分散物（重合体の粒子の分散物Ｐ－１）は、１８％の水性の
溶液を作るために、希釈された。そして、これは、８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ／平方フィ
ート）の乾燥した下地における例２にわたってコートされたと共に乾燥させられた。
【０１１９】
　［例１７］
　本発明に従ったインクを輸送する層のために、９５対５の比でエチル＝メタクリラート
及びメタクリル酸が含まれた重合体の粒子の分散物（重合体の粒子の分散物Ｐ－１）、及
び、オキサゾリンの官能性の共重合体（Ｅｓｐｒｉｘ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｓａ
ｒａｓｏｔａ，ＦｌｏｒｉｄａからのＷＳ－５００）は、１８％の水性の溶液を作るため
に、そのグラム／当量の酸の官能性が、そのグラム／当量のオキサゾリンの官能性に等し
いものであったように、組み合わせられた。そして、これは、８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ
／平方フィート）の乾燥した下地における例１５にわたってコートされたと共に乾燥させ
られた。
【０１２０】
　［例１８］
　本発明に従ったインクを輸送する層のために、９５対５の比でエチル＝メタクリラート
及びメタクリル酸が含まれた重合体の粒子の分散物（重合体の粒子の分散物Ｐ－１）は、
１８％の水性の溶液を作るために、そのグラム／当量の酸の官能性が、そのグラム／当量
のポリヒドロキシアルカンのポリグリシジルエーテルの官能性に等しいものであったよう
に、ポリヒドロキシアルカンのポリグリシジルエーテルの官能性の重合体（Ｅｓｐｒｉｘ
　ＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓからのＣＲ－５Ｌ）と組み合わせられた。そして、これは、
８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ／平方フィート）の乾燥した下地における例１５にわたってコ
ートされたと共に乾燥させられた。
【０１２１】
　［例１９］
　インクを輸送する層のために、８５対１０対５の比でエチル＝メタクリラート、ブチル
＝メタクリラート、及びヒドロキシエチル＝メタクリラートが含まれた重合体の粒子の分
散物（重合体の粒子の分散物Ｐ－４）は、１８％の水性の溶液まで希釈された。そして、
これは、８．６ｇ／ｍ２（０．８ｇ／平方フィート）の乾燥した下地における例１５にわ
たってコートされたと共に乾燥させられた。
【０１２２】
　［例２０］
　本発明に従ったインクを輸送する層のために、８５対１０対５の比でエチル＝メタクリ
ラート、ブチル＝メタクリラート、及びヒドロキシエチル＝メタクリラートが含まれた重
合体の粒子の分散物（重合体の粒子の分散物Ｐ－４）は、１８％の水性の溶液を作るため
に、そのグラム／当量のヒドロキシの官能性が、そのグラム／当量のポリヒドロキシアル
カンのポリグリシジルエーテルの官能性に等しいものであったように、ポリヒドロキシア
ルカンのポリグリシジルエーテルの官能性の重合体（Ｅｓｐｒｉｘ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
ｉｅｓからのＣＲ－５Ｌ）と組み合わせられた。そして、これは、８．６ｇ／ｍ２（０．
８ｇ／平方フィート）の乾燥した下地における例１５にわたってコートされたと共に乾燥
させられた。
【０１２３】
　［印刷］
　そして、各々の例は、１ｃｍ２のカラーのパッチ、原色及び原色の混色の各々の一組み
が含まれた試験の標的と共に、ＣＡＮＯＮの染料を主材料としたインクを備えたＣＡＮＯ
Ｎｉ５５０インクジェットプリンターで印刷させられた。各々のパッチは、１００％の濃
度で印刷された。
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　［溶融及び試験］
　それら印刷された素子は、１時間乾燥することが、許容されたと共に、そして、７６ｃ
ｍ／分におけるゾル－ゲルでコートされたポリイミドのベルトに対して１５０℃及び４．
２ｋｇ／ｃｍ２で、加熱されたニップにおいて溶融させられた。水、コーヒー、及び果物
のパンチ（Ｈａｗａｉｉａｎ　Ｐｕｎｃｈ，Ｒｅｄ　Ｄｙｅ　＃４０及びＢｌｕｅ　Ｄｙ
ｅ　＃１を含有する）の一滴は、それらカラーのパッチ及び白色の印刷されなかったエリ
アに置かれたと共に、１０分間固化することが許容されたと共に、そして、染みを付けら
れてしまった。各々のエリアは、そこでは、一滴が置かれたが、それら表面に対するいず
れの染み、水のマーク、及び変形についても視覚的に点検された。いずれの染み、水のマ
ーク、又は変形が、検出されたとすれば、それは、不合格の等級付けに割り当てられた。
染み、水のマーク、又は変形が、見られなかったとすれば、それは、合格の等級に割り当
てられた。表２は、それら結果：を要約する。
【０１２５】

【表２】

　それらデータは、架橋剤がそれらコーティングを熱的に固化させるために使用された全
ての場合において、優れた染みの耐性が、得られたことを明らかに示す。架橋剤が、使用
されなかったとき、乏しい染みの耐性が、得られた。
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